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蛔虫体腔液のlipolytic　activity　について（1）
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特　別　掲　載

蛔虫体腔液中 にesterase の 存 在す る事に つい てはJ

井（1959），平岡（1964）の報告 があ る．前 者は基質 としてtributyrine

を使用し，後 者はp －nitrophenylacetateを使

用している，い づれ も低分子物質に対 する分解を主体と

した ものでlipase に関する 研究では ない ． 著者らは蛔

虫体腔液 の有する溶真菌作用 の機序 の解明の途上，本作

用の主 体がlipolytic　actionに関係する 事 を知り，或る

種のlipase 特にlipoprotein　lipase　様酵 素の存在を想定

させられるいくっ かの事実を得 た．そ のことについて追

究し若干 の興味ある成績 を得 たのでこ こに報告する次第

であ る．

実 験 方 法

lipolytic　activityを有する酵素 活性 の定 量法には現在

までに各種 の方法 が報 告されている．著者らはこれら の

うちKorn 　（1962） がlipoprotein　lipase定量に 用いたglycerol

定量法を主体に若干 の改変 を試みTable　1　に示

す様 な方 法を 考案 した．　酵素液， 基質隗　 緩衝液 及びglycerol

定量試薬 の調 製は次に示 す如くであ る．

酵 素液：使用した豚蛔虫｛Ascaris　lumbricoides　suum）

は屠場で豚 の解体時に腸管中 から集 め， 直ちに37 °C に

保 温した生理的食 塩水中に入れて持参し， 体表 を保 温し

た生 理的食塩水で良く洗っ て汚物を完全に除去 し，頭部

を吊っ て懸垂して のち， 尾端 より1 ～2cm 上 部に切創

を入れ，滴下する体腔液をあっ めた ．一度 濾過したも の

を直ち にVisiting　tube　を用いて，約200 倍 容の純水に

対 し て，4 °C で24 時間透析し， そ の時 出来 た沈 澱を遠

心して集 め，原液量 の半量 の生 理的食塩水を加え，37°C

で充分溶解してのち，不溶物 を遠 心し て除きその上情を

粗酵素 液とした．

基 質：triglycerideとして用い たEdiol は次の様な組

（98 ）
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也

Table　1　1

Identification　method　of　lipolytic　action　of　ascaricl

body　fluid　sediment ．　fraction

incubation　system

enzyme　　　　　　　　l　ml

substrate　　　　　　　l　ml

buffer　solution　　　　l　ml

incubated　at　37 °　C　for　1－3　hrs　（shaked　at　80／min．）l

added　7 ．5　ml　of　10　％　trichloroacetic　acid

l

filtrated

l

removed　2 ・ml　from　li】trate

l

added　0 ．6ml 　of　0．05　mol　sodium　periodate

l

stood　for　5　min．
｜　　 ’

added　0 ．5　ml　of　0．5　mol　sodium　bisulfite
l

stood　for　10　min．

｜

removed　l　ml　from　mi χture

l

added　8　ml　oに ％　chromotropic　acid ＊

l

boiling　water　bath　for　30　min．

l

cooled　in　tap　water

added　0 ．5　ml

｜

of

l

4．6　％　thiourea

570　mμ

＊　chromotropic　acid．　1　g　of　chromotropic　acid　is

dissolved　in　100　ml　of　water　and　added　to　400

ml　of　sulfulic　acid　（2　parts　of　water）．　The　rea－gents

should　be　cooled　throughout　the　miχingprocedures

．　This　reagent　should　be　prepared

fresh　daily．

成 である．　G．M．S．　（エマルヂーM ．T．）　15　g（武田製）， ヤ

シ油500　g（片山製）及び ニッコールT ．S．10．　20　g（日光ケ

total　　　　3　ml



ミカルTween　60 ）を蒸溜水で全量 を5X とした もので，

乳剤 としての粒子の大き さは高圧 ホモジナイ ザーを用い

て0 ．1～0．2μ の略均一 なもの とし た．

1）　Triglyceride－　・・　－Ediol　10　％ 溶液 を用い， 溶 媒は0

．4　M　NaCl　及びClark －Lubs　phosphate　buffer　を用い

た．

2）　Activated　triglyceride・・”“ 製造方法 は主としてGrossman

　（1954） の法に準拠した．　albumin としてAr －mour

社製bovine　plasma　fraction　V　を，　pH　7．8のClark

－Lubs　phosphate　bufferで7 ％ 溶液 とし，こ の4

部 に対 し1 部の割に同様Clark －Lubs　phosphate　buffer

で！0 ％としたEdiol を加 え，37°C　1時 間incubate し

たもの をactivated　triglyceride　とした．

3）　Lipoprotein－　－　N．B．C．社製human　plasma　fra －ction

Ill　（lipoprotein）をClark －Lubs　phosphate　bufferM

／5，　pH　7．8で1 ％ の割に乳剤とし たものを用いた．4

）　Buffer　solution　■・”・・Clark－Lubs　M／5　phosphatebuffer

で主 としてpH　7 ．8の もの を用い た．

本実験に用い た粗酵 素液 は0 ．18　Mol　以 上のNaCl の

存在に於い て 溶解可能 であり乂各種の予備実 験から0 ．4Mol

NaCl　が最も適当である と云 う結果 が得 られたのでNaCl

の影響 に関する実験以外は常 に 酵素反応 の状態で

は0 ．4　Mol　の濃度にNaCl が含 まれる様に した．以 上

の様にして得たもの を それぞ れTable　1　に示す様な割

合で反応系をつく り，　lipolytic　activityを求めた．又酵

素分解の 結果得られたglycerol はKorn 　（1962），坂上

（1962），末広ら（1960）の法 を本 実験に合う様に若干 の改

変 を試 みた． この方法でbuffer　solution　にg 】ycerolを1

μmo】／ml～0 ．05μmol／ml含む系をつくり酵素反応 の場 合

と同 じ様に酵素液， 基 質及び 前記glycero 】buffer　solu－tion

を加え， 直ちにtrichloroacetic　acid　で 除 蛋白 を行

ない，更にglycerol の定量を 行なって 標 準曲線 を求め

たのがFig ，　1　である．こ の表 に示 す様に1 μmo］／mlから0

．05μmolym凵 こ至る各種 の 濃度 で原 点を通る 直線 とな

り，充分本法に よるglycerol の 測定 が可能 で ある事が

証明された．又0 ．025μmol／ml以下 の濃度 では本法では

全く発色不能であ り，こ の事 は従来の研究者の結果 と・一

致 した．

‘　 実 験 成 績

1）　lipolytic　action　に対するpH の影響

Clark－Lubs　phosphate　buffer　（M ／5）でpH6 ～10 まで

の系 をつ くり，各pH 域に於けるtriglyceride及びacti・

0 ．DO

λ

0 ．D

0 ．05

GLTCEROL （uM ／m1 ．）

99

Fig ．　1　Determination　of　glycerol　in　incubati －on

mi χture　after　deproteinization　withtrichloroacetic　acid

One　ml ．　Clark－Lubs　phosphate　buffer　solutioncontainihg　various　concentration　of　glycerol

，　1ml

．　of　enzyme　solution ，　and　l　m1．　0f　substratepoured　into　7

．5　m1．　0f　10％of　trichloroaceticacid

．　After　removing　the　precipitates ，　2　ml．　offiltrate

was　taken　for　assaying　glycerol　by　au－・thor

’s　method．

0・叫

0 ．0　3

舂，DX

0 ．01

・＊　PH．Fig

．　2 Relation　between　pl－l　and　lipolyticactivity

＊　used　Clark－Lubs　M／5　phosphate　buffer．

vated　triglyceride　を基質 とした反 応系をつ くり37 °C　2

時 間incubate に よるglycerol の解離 を求めた．こ の結

果はFig ．　2に示 す様にactivated　triglyceride　を基質 と

し た場 合の至適pH は7 ．8となり，　triglycerideを基質

としたときには至適pH は7 ．4となっ た． 又pH　7 ．8に

（　99　）
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於け るtriglyceride の 分解は 極めて僅少で あ り， このpH

域を使っ てactivated　triglyceride　の分解 を行 なえば

殆 ん どlipase　like　な酵素 活性 に ついて 考慮す る必 要の

ない様に思 われる．以上 の様な結果から著者等 は以 後の

実験に 於い ては すべてClark －Lubs　phosphate　bufferM

／5　pH　7．8を使用した．

2） 酵素液 の濃度とincubate の時 間との関係

粗酵素液 をpH　7 ．8の0 ．4　Mol　NaCl　で2 倍4 倍に

稀釈し たものを酵 素液として，　incubateの時間 と各種酵

素濃 度によるglycerc 　1の解離 の状 況を見だのがFig ．　3

0 ．D

1ncubation　time　（hrs．l

Fig ．　3　Relation　between　lipolytic　activity　andconcentration　of　enzyme

（1 ）　Original　concentration　of　enzyme ．

（2 ）　1／2　concentration　of　enzyme　dilluted　with0

．4　M．　NaCl ．

（3 ）1 ／4　concentration　of　enzyme　dilluted　with0

．4m ．　NaCl ．

である．いづれも原点を通る直線となり，原液に於いて

著明な酵素分解を認めた．

3） 酵素液のlipolytic　activity　と温度との関係

粗酵素液を56°C　30分加温処理をした場合，　－20°Cに1

夜保存した場合及び凍結乾燥した場合の酵素活性を無

処置のものを100 とした場合の抑制の％を求めてみた．

この結果はTable　2　に示す様に三者ともに殆んど完全な

Table　2　Influence　of　temperature　against

enzymatic　activities

Treatment

㎜ 皿〃―　㎜ －
heated　at　56°C　for　30　minuteslyophilization

stored　at　－20 °C　for　over　night．

％of　inhibition

97 ．1100

．0100

．0

（100 ）

抑制 を認 め， 酵素標本の保存に従来行 なわれている様な

方法 が用い られない事 が判っ た．

4）　Human　lipoprotein　に対す る　lipolytic　activity

本 酵素の 基質 とし てはactivated　triglycerideが良 好で

ある事は前に述べた が，　Korn 　（1962），末広 （1960） はsoluble

lipoprotein もlipoprotein　lipaseの有用 な基質

となり得 る事を報告してい る．著者 らは前に述べた様に

し て調製 したhuman　plasma　fraction　Ill　（主 として β－lipoprotein

）を基質 とし て37 °C で1 ～2 時 間，1 分間80

回 の割 で振 盪を 加え ながらincubate し，
　glycerolの

解離 を見た． この結果 はFig ．　4に示す様に 基質の分散

の均一性 と云う点で難がある為か，直線的 にはならなか

っ たが， 経 過時間にっ れ てglycerol の解離 が 増大し，

これ等 も又有 用な基質となり得る事 がわかっ た，尚同時

に同一酵素 液を 用いて行なっ た　activated　triglyceride

に対 する分解 と比較 しても 著 明な差はな かっ た （Fig．4

）

0．D

1ncubation　time　（hrs．）

Fig．　4　Relation　between　various　substratesand　lipolytic　activity　of　ascarid　body　fluid

5）　activated　triglycerideの作製に用 いるArmour

社製bovine　plasma　fraction　V　（albumin）につい ての考

察　　 著者ら はKorn （1962 ），　Grossman 　（1954 ），　Suehiro

（1960 ） の報告 の如くactivated　triglycerideの作製につ

い てArmour 社製 のbovine　plasma　fraction　V　を使用

して実験を行なって来 た．し かし この分劃 が常 に全 く均

一 なものである とは考 えら れない ．

特 に著者 らの材料 としている 蛔虫の体腔液 の様 なもの

では阻 害剤の所で 述べ るが，　plasma 中の或る 種 の成分

が極度に酵 素作用を抑制するのでこ の点 に関して特に注

意 を要 するもの と思 われる．著 者ら は現 在までにArm －

（M ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （1 ）
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0 ．D

Fig．　5　Relation　between　various　albumins

（Rovine　fraction　V　of　Armour　Co．，

LTD ．）A－C　and　lipolytic　activity　of

ascarid　bodyfluid

our 社製 のBovine　fraction　V　を用いて基質 を作製し て

来 たが， そ れ等を用い て行なった実験 を要約 して，inc－ubate

の時間 とglycerol の解離との関係 を図示 しだのがFig

．　5であ る．A 群 は最 も初期に入手し たものを用いた

場 合であり，B 群はその後，C 群は最近入手したArm －our

社製bovine　fraction　V　（albumin ）　microbiologicaluse

としたものでこの もの を用い てactivated　triglyceri－de

を作製 した場 合には全く蛔虫 体腔液 のlipolytic　acti－on

を抑制してしま う結果 となっ た．しかしこの様なal －bumin

を用い て，純水で7 ％溶液 とし，こ れをViskingtube

に入れて がC で純水に対して1 夜透析 したものを

更 に56 °C　10分熱処理し，この液 を蛋 白量7 ％になる様

に 濃縮 したものを今迄と同様な方法 でactivated　triglyc－eride

をつ くりこれを基質として酵素分解 を行 なっ た所，

著明な分解が見られた．

以上 の 様な事から 蛔虫体腔液 のlipolytic　activityの

力価の不安定性 に加 えて，基質の極度な不均一性 が酵素

力価 の判定 に更 に大きな変動を与える結果 となり今後 如

何にし てこ の点 を克 服するかについて充分 な研究 を重 ね

な ければならない事と思 われ る．

6）　lipolytic　activityに及ぼすheparin ，無機 塩類 ，　bilejuice

，人血清な どの影響　　 以上 の様な事から本酵素のlipolytic

activityはtriglyceride の 場合 よ りもKorn ，Grossman

ら の 云 うactivated　triglycerideに 高い分解

を示 し， 二れにlipoprotein が続く様な感じ を受ける．

こ の様な事は 既 報のlipase などとは異る 性質の もので

あ り，高等動物に於けるlipoprotein　lipase様作用 が考
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Table　3　Inhibition　of　lipolytic　activities　of　ascarid

body　fluid　Ill　the　presence　of　higher　concentration

of　heparin ，　salts，　bile　juice　and　human　serum

Material　j ク4こlt
已 にt ？ととこ　

％of　inhibition

heparin

NaCl

－

NaF

1 ．66　mg．／ml0

．83

0 ．41

0 ．27

0 ．13

0 ．05

－－0
．1　m／ml0

．2

0 ．4

0 ，6

0 ．8

1 ．0　m／ml0

．5
0 ．25

bile　juice　　　0．　166　ml／ml0
．055

0 ．0185
0 ．0061
0 ．00205
0 ．00068

－一一一一　　　 一 一human
serum　0 ．166　ml／ml0

．083
0 ．0416
0 ．0208

89 ．884
．277
．064
．141
．115
．4

－13
－47
－186
－143
－43

0

0

0

4

8

4

3

4

100 ．0100

．01

．00．090
．060

．050

．0

99
87
65

47

7

0

2

9

－ 一 一一 一

えられるのでheparin ，　NaCl ，　NaF ，　bile　juice，　人 血清

な どの添加 によ るlipolytic　actionえの影響 をし らべた

のがTable　3　であ る． この表は対照 とした何も添加し な

い もののglycerol の分解率を100 ％とした とき，添 加

し た場合 のlipolytic　actionの阻 害性， 賦 活性 を百 分率

で示し たもので，この表に 見 られる様に高濃度 のhepa －rin

ではlipolytic　activityに抑 制が見ら れた．　NaCl の

添加では0 ．4　Mol　では 活性化 され， これを 中心に高 い

濃度で も低い 濃度でも 抑制 が 見 られたNaF の添加 で

は殆 んど変化 を与 えなかっ たのに対 して，表に は示 して

ない が，　phosphate　buffer　とし て用い た燐酸 の量的 関係

に比 例し てClark －Lubs のbuffer　solution の場合 より

もSorensen のphosphate　buffer　solution の 場合の方

が抑制的に なっ た．豚 の胆の うから採 取し たbile　juice

の添加では162 倍 稀釈まで著明な抑制 が見 られた．正 常

人血清の添加で は人血清の1／3量 まで著 明な抑制が 見られ

た．

総 括及び考案

蛔虫体腔液中 の脂質分 解酵 素に関する研 究は先に述 べ

た様に 主 としてesterase 作 用であ り， 純水に対し て体

（101 ）

一 一

… － 一 一

叺05

）抖・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

）

・0

　XX

：　　　　 卜tacub

＆ion　time　
（hrs ．）　　　　　　3

－ 　 　 　 　 　 　 〃 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＝＝ ＝ ＝－

－ 　 　 　 　 一 一 一 一 一 一 　 　 　 　 　 　 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一

一 一 一 一 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 －

－ － 　 　 －

一 　 　 　 　 　 　 　 　 ¬ ・
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腔 液を透析し た場 合， 透析時 の上清中に活性物 質が存在

し，著者 らの本実 験に用い た透析時に於け る沈 澱分劃中

には全 くesterase 作用 を含 まない事は平岡（1964） の報

告に見られ る如くである．しかし榊原（1965）の蛔虫体腔

液 の溶真菌作用に 関す る報 告に見られる様 に真菌 を基質

とし た楊 合にglycerol の解離が見られ， 更にactivatedtriglyceride

を基質として， そ のglycerol の解離 と溶 真

菌 作用 との関 係をpH 阻害剤につい て求 めた結果でも極

めて良 く両者が 一 致し，更 にlipase 作用 と 溶真 菌作用

とは全 く異なる現象 である事 を述べ てい る，又溶 真菌作

用に関し て古橋（1965）はA かcobactei公z・にmeg 　mat　isを

材料 とした 電顕像で 著明な 菌体のghost 化を証明し，

・cytoplasma　membrane の 早期消失 が うかがえる 像の出

現す る事を報告している．以上 の様な事実から著者らは

蛔 虫体腔液中には 従来 の報告にあるlipase と 異なる或

る種のlipase の存在を想定 させられる 結果を得た． そ

こ で本酵素作用に関して は特 に基質特異性 を重視す る必

要が ある と 考 え， 初 めにTween　60 ，　tributyrin など

を用い たがい づれも陰性の成績であっ た．更にactivatedtriglyceride

，　triglyceride，　lipoproteinを基質 とし た結果activated

triglycerideに特に著明な分解が 見られた事はFig

．　4　に示す 如くで この事はlipoprotein　lipase　様作 用

を想定 させ るので これに ついて各種 の考察 を 加 えて見

た．　lipoprotein　lipaseに於い てはKorn （1962）　Robinson

（1963），岡庭（1964），末 広（1964）の綜説があ り多数 の研

究 報告がな されてい る．元来このも のは脂濁 血漿 の清澄

因子としてHahn （1943）が犬血漿中に偶然 に見 出したも

のであ り，現 在では本態性高血圧症，肝硬変 ，ネフロー

ゼ，動脈硬イ匕症，糖 尿病な どとも関係 し非常に広範な研

究 がな されて来 ている現況であ る． しかしその酵素的性

質が耐熱性 に 乏し く，60 °C　5分で 失活し，0 °C 以下

の低 温で も極めて容易に活性 を失 う等 の性状 を有し，そ

の取扱い が非常に困難である点は現 在でも克服されてい

ない．　この事は蛔虫体腔液 の場合で も同様であ り，60°C5

分 で容 易に活性 を失 ない ，0°C以 下でも全く完全にそ

の活性 を失なう，次に基質特 異性 につ いては先にのべ た

如 くである が，　lipoprotein　lipase　の場 合は勿論，　activa－ted

triglyceride　が最 もそ の分解性 が良い が， 単味のtri－glyceride

に対しても前者 に対 して10 分の1 位の分解 を

示す事 が 報 告されてい る （末広1964 ）．しかし著者 らの

蛔 虫体 腔液 に関する実験では， 至適pH　7 ．8でtrigl －yceride

に対する分解性 を殆んど 証 明する事が出来な か

っ た．

こ の点 高等動物のpostheparin　plasma ，　adipose　tissue

に見 られるものより更に一層基質特異性に富 むものでは

ない かとも考えられる．次に本酵素作 用の至適pH であ

るが高等動 物の場合はいづれ も至適pH は8 ．5と報告さ

れてい るが，蛔虫体腔液では7 ．8であ り，そ の至適pH に

相違 を示 した．次に各種阻害剤 の蛔虫体腔液のlipolyticaction

に対す る影響 を高等勣物の膵lipase，　lipoproteinlipase

と比較し てみた．先づ従来 の報告に 見られる哺乳

動物 のlipoprotein　lipaseの阻害 剤に対 する態度 をRo －binson

（1963 ）の表 から見 ると，高濃度 のheparin ，胆汁酸

塩， 高濃度のNaCl で は阻害 を示 し，　NaF では全く影

響 がない と報告している． 又膵lipase につい てはNaF

で阻 害を示し，高濃度 のNaCl では影響 を示さず，胆汁

酸塩 では活性化される と報 告されてい る．以上の様 な事

実と蛔虫体腔液のlipolytic　actionに対す る 上記阻害剤

の示 す態度 とを比較してみ ると，これ等の諸点に関 して

は哺乳動物 のlipoprotein　lipaseに対す る それ と全 く一

致し，膵lipase 様の作用では ない事 が うかがわれる．

次に著者 らが用い た 蛔虫 体腔液 のlipolytic　actionに対

する人血清 の及 ぼす影響 に関する諸点に於い ては少なく

とも温血動物 のlipoprotein　lipaseのそ れと 異な り著明

な阻害 を示し た． この点に関しては血清中 のどの部分に

阻害性 があ るのか現在の所 全く不明である が更に 今後と

も良 く検討 を加 える予定である．以上述 べた様に 蛔虫体

腔液中に は高等動物のpostheparin　plasma やadiposetissue

の中に 見出されているlipoprotein　lipase様 の或

る種のlipase が存 在す る事は明白であ り，今 後更に 各種

の基質や，　calcium　phosphate　ge凵 こ対する 吸着性 及び

純化 ，精製，更には各種 の阻害剤に対 する態度について

も究明を行ない，本作用 の酵素学的 な性 状を解明する予

定である．

結　語

著者らは蛔虫 体腔液中に溶真菌 作用を有する酵素 の存

在すること をすでに報告 してい る．著者らは更に本溶真

菌作用の主 体が 蛔虫体腔液中 のlipolytic　actionであ る

こ とを確認 した．従来 温血動物にのみlipoprotein　lipase

の存在 が証明 されてい る．著者らは蛔虫 体腔液 にlipop －rotein

lipase　に極 めて近似 した酵素学的性状 を示すlip－olytic

action　を見出し たのでこ こに報告する．

用い た酵 素液は豚蛔虫（Asca・”is　lumbrた01　daヽj心回 ）

体腔液 を純水に 対 して4 °C で1 夜 透析 し， そ の 時出

来 た沈澱を遠心して集 め，こ のものを0 ．4　Mol　NaCl　で
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溶 解し粗酵素液 とし た． 基質はtriglyceride，　activatedtriglyceride

，　human　plasma　fraction　IIKβ－lipoprotein）を

用い，酵素分解に より解離す るglycerol をT ．C．A．を用

い て除蛋 白し たものについて，　Korn，坂上 らの法を改変

した方法で定量し，そ の酵 素活性 を求めた．この結果はtriglyceride

に対する 分解は殆 んど定 量が 不能な程に僅

少である のに対し，　activated　triglyceride， β－lipoprotein

では良 く分解 された．至適pH は7 ．8でありlipoproteinlipase

のそれがpH8 ．5であるのに比し，低い 価を示した．

又本作用は高 濃度のheparin ，　NaCl ，　bile　juice，　人血

清などで阻害 され，　NaF の添加 では 対 照との 間に差 を

示 さな かっ た．

以上の様なこ とから著 者らは 本酵 素作用の主体は温血

動物のpostheparin　plasma やadipose　tissue に見出さ

れ たlipoprotein　lipaseに極めて良 く似 た酵 素と考えら

れ，従っ てlipoprotein　lipase様の ものが蛔虫体腔液中

に 存在するこ とを想定 した．
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ON　THE　LYPOLYTIC　ACTION　OF　ASCARIS　BODY　FLUID　I

Tetuo　MORISITA ，　Mizuho　KOBAYASHI ，　HirosⅢSAKAKIBARA ，INAYOSHI

YAMADA ，　M：OTOSHI　GOTO ，　Takashi　EGUCHI ，

Yoshio　HIRAOKA ，　Teigiro　FURUHASHI　 ＆ 　Seiya　MISHIMA

（．Depai‘trnent ザ ハ7r心 加logy ，　Gφx 乃■efect・・ral　jAかdiced 　School，　G と刀・）

It　has　already　been　pointed　out　by　the　present　authors　that　ascaris　body　fluid　contains　a

kind　of　enzyme　with　fungilytic　action ．　Although　lipoprotein　lipase　has　been　detected　in　onlywarm

－blooded　animals ，　the　present　authors　found　in　ascans　body　fluid　a　substance　with　lipolyticaction　which　closely　resemble　lipoprotein　lipase

．　The　present　paper　deals　with　the　results　of　theexperiments　concerned

。

The　body　fluid　of　Ascaris ん 。zか靠。ides　suum 　was　dialysed　for　over　night　at　4°C　againstdistilled　water　and　the

dialysed　solution　was　centrifuged ．　The 　crude　enzyme　was　thus　preparedby　dissolving　the　sediments　into　0

．4　M　NaCl　solution ．　The 　crude　enzyme　was　e χamined　forlipoproteolytic　activity　using　triglyceride

，　activated　triglyceride　and　human　plasma　fraction　Ill

（β－lipoprotein）　as　substrates　according　to　modified　Korn ’s　and　Sakagami ’s　methods　in　whichT

．　C．　A ．　was　added　for　deproteinisation ．　As　a　result　of　this　it　was　proved　that　both　activatedtriglyceride　and　

β－lipoprotein　were 　readily　broken　down ．　while　triglyceride　was　so　hardly　brokenclown　that　the　volume　of　glycerol

liberated　was　impossible　to　calculate ．　The　enzyme　has　anoptimum　pH　of　7

．8，　but　lipoprotein　lipase　pH　of　8．5．　The　activity　was　not　inhibited　by　theaddition　of　NaF　but　of　a　high　concentration　of　heparin

，　NaCl，　bile　juice　and　human　serum 。

It　seems　likely ，　on　the　basis　of　the　present　findings，　that　the　substance　with　lipolyticaction　found　in　ascaris　body　fluid　is　closely　resemble　lipoprotein　lipase　which　have　detected

from

the　post　heparin　plasma　and　the　adipose　tissue　of　warm －blooded　animals ．　It　is　thus　surmisedthat　there　exists　a　lipoprotein　lipase

－like　enzyme　in　ascaris　body　fluid．

（104 ）




